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-Wi"es61"9,0"0をめぐって－
古平隆
館二次大戦後n本のﾉ'1活は一変した。勤めを総えて街に眠ると1号I勁巾の波と
渦。スタンドには実話雑雄が氾濫する。篭7IIからは広告が目立つ。土地の尚騰
は激しく，帰える家はアパートが多くなった｡州宅して電気冷蔵庫から何か取り
川し，一息入れる。今日もセールスマンが尋ねて来たと言う。夕食後はテレビ
が待っている。窄闘･野球などのスポーツ稀組に人気がある。真空掃除器．電
気洗濯器などのお鱗で妻にも暇がふえ,共にテレビを楽しむし,時にはクイズも
考える。妻の化粧も多彩になったし，なかには稚形手術を施した者さえいる。
日本の生活は確かに一変した。一変しただけではない。或る例の状態に似
て来た。上記の碓活をただ一語，テレビをラジオに代えれば，1920年代のアメ
リカにそっくりあてはまる(1)Oフォードの流れ作難による自動IIiModelT
（モデルT)が現れて大衆に浸透する頃より，アメリカは高度大衆消凹期に入
り，耐久消饗財とサーヴィス業が普及する。ロ本も又1950年代にまさにこの段
階に突入した。日本の't活がアメリカの生活に似かよる当然の理由があった訳
なのである。（2）
私が今テーマとしているW『"es6榔糎,O"oは丁度その頃から書き始められ
(3),1919年に発刊されたものだけに，彼の心に私達現代日本の心を探る1Fも
可能かと，木稠を禍:き起してみた。
1モデルT
自動車産業は現代康龍の中心にあり，その臨衰は全産業界の景気を左右する
ものだけに景気のバロメーターとも目されよう。そのために大衆車モデルTが
assemblyline(流れi'I;*)によって洲現した1914年を高度大衆消費期I｝M蛤の年
と見るJifは当を御ている。アンダスンがP"〃αpsWb"把れの中でこの流れ作
莱を問題にし，時代の動向を感じとったりfはその窓味でも正しい。ただ文学者
たる彼は，そこから流れ川るモデルTに経済学群とは異る意味を見てとってい
た。
彼の郡でどうしても無視川来ない一つのエピソードがある。1912年11月も末
に近い或る日の瓶だ。ASfoZyZ℃"〃'sS/0かでは彼自身次のように物譜る。
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"ThegoodsamutwhichyouhaveinquiredalEthekstoftheirkind
madeinthe"(4)とまで秘書に'二I逃していた工場経営者の彼はここで不‘種にII!
断し,"Myfeetarecoldwetandheavyfromlongwadinginariver.
NowlshaUgowalkondryland,"(p.313)と言い残して立ち去った。時に
30代のなかばである彼は，いよいよシカゴでの文学生活に全力を打ち込むvlFに
なる。心の内では｡4Mydearyoungwoman,itisallverysillybutIhave
Q
decidedtonolongerconcernmyselfwiththisbuyingandselling・It
maybeallrightforothersbutfOrmeitispoison."(p.311)と秘:閥に眩
き，又GcOh,youlittletrickywords,youaremybrothers・Itisyou,not
myself,haveliftedmeoverthisthreshold.Itisyouwhohavedared
givemeahand.Fbrtherestofmylifelwillbeaservanttoyou,"
(p,313)と考えながら。実際はこの梯な劇的エピソードではなかったであろ
う。現実にはむしろ，自ら経営するペンキ会社の不振と，作家として未だ独立
出来ない個人的悩みが生んだノイローゼ的発作と考えられる(5)。しかし現実
が如何にあれ，この事件が彼の問題窓識をリアルに浮び上らせるだけに，その
観点から作品を考える事は許されると思う。
私はこのエピソー ドから,buyingandselling即ち商業主義への佃悪と，作
家的生き方を追求するﾘによる個性の十全なる展開を目指す彼の盗を胱み収り
たい。個性とその成長を阻む現代社会。ここに彼の問題はあった。この傾liIの
現代的雄手として彼が見たもの，それはフォードによって採用された流れ作業
’であった。経済学者が現代の推進力として見た対象の反人間的性格を，彼は兇
逃さなかった。
流れ作業による自動車に，何故彼は人間を脅す徴候を見てとったのであろう
か。一つはその製造過程，二つには完成した自動車そのものに問題はあった。
製造過程について言えば，彼の父は蝿具製造業者であっただけに，なおさら現
代の職工と昔の職人との差には敏感な彼であった。仕事に喜びを覚える職人。
彼は自らの創意によって，全体的立場から創造出来た。仕ﾘには彼が主人であ
った。しかし職工（今のサラリーマンも）にあってはどうであろうか。他の目
的のために仕鞭をするのが実状ではないだろうか。部分的にしか仕リドに参剛出
来ず，その上繰り返しの辿日。彼等には仕邪が主人である。流れ作業の工場を
見学したアンダスンは次の如く記している。
Thefinishedautomobilesgointothefreightcarsatthe
deliveryendofthelmlt・Theassemblyplantisaplaceof
peculiartension.YoufeelitWhenyougoin・Itneverletsup.
Menhereworkalwaysontension・Thereisnolet-uptothe
一
へ
~
tension･Ifyoucan'tstandit,getout.
Itisthelrlt・Theirltisimss．（0）
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ただ単に仕事と人間の位I趾が逆転しただけではすまなかった。人間liil志の間も
急激に変化する。恥純化した仕事では限られた人以外，個人の創意も必要なか
った。人は平均化し，交換化を可能とした。この不安定な状態を守るものは金
銭である。金銭には物賀的意味が含まれているだけではなかった。それは，今
は亡き個性のまさに身代りであり，他人とは異る個人の存在を示す具体的幻の
証しであった。かくしてますます金銭万能・金銭崇拝への道は開らかれる。ア
ンダスンにはフォードのassemblylineこそは側性駁滅の現代的峰火に見えた
ことだろう。
その様な過程から生れ，その様な現象を生む自動車そのものには，彼はどの
ような意義を見たのであろうか。自動車自身の力（それは単に買われただけ）
を自己の力と感述いする事に，先ず彼は啓告した。その事を心得ぬ限り
impotence(不能）の通を疾走するだけだと彼は言う。即ち
Whenldoit(totaketheImwerinthecartobe
myownpower)Idosomethingd祀adfultomyself.
Naturewillpaymebackfbrthis.Icannotgoon
so,cheatingnature.
Iamontheroadofimmtence.
Everyclaimlmake,everyfeelinglhave,of
powerthatisnotmyown,thatismerelybought,is
acheatingOftheinnerme．(P"""sWowe",p.107)
個体の芽を摘む敵・機械の力を自己の能力と見当述いしている人間が，大通に
生産される同型の車M"elTを乗り廻す姿を兄る時，彼はアメリカの姿と
その将来とを強く感じたylドに違いない。それはindividualism(個人主義）の
standardization(標準化）への道なのであった。
IIグロテスクの人逮
H海"ds以下23の短揃を腕んで感じる鞭は，各物語の主人公達が如何にもグ
ロテスクである場合もあるが，何故そうなのか嵩いにくいし，又その効果も伝
り難い時もある砺だ(7)。例えば蜘加dyK"oz"sのLcniseを見ると，彼女
は新聞社の若き報道貝に手紙を書いた。鐸I'myouIs,ifyouwanfme."(p.51)
もちろん彼は出掛けて備りFを楽しむ。彼女は日頃からワインズパー グでは悪名
一一一二一
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が高い。彼女の行動は所謂thevilbgemind(村落根性)(註14参照）に照ら
す時，町の風習から外れ,rep1℃ssion(抑圧）をはねのけた風変りな存在と巻
えられるし，彼女の態度が所細グロテスクなのも理解できる。Wf"""Dg,
O〃0が出版された当時にすら，ニュー イングランドの或るグルー プでは，
WZ"es5"酒,O"foを焚杏にしたし，なかの一人は"thefilthythings,the
filthything"とさえ言った。ニューオーリアンズの女流作家はこの書について
問われ,"Igotfiretongs,"…"Ireadoneofthestoriesand,afterthat,
Iwouldnottouchitwithmyhands.Withthetongslcarrieditdown
intothe"llar・Iputitinthefurnace・Iknewthatlshouldfeelunclean
whileitwasinmyhou=."(8)とまで言った。況んやこの作品の舞台である
19世紀後半にあっては,Louiseの振舞はグロテスクそのものとも言えた邪で
あろう。もしこの観点から彼女を含む後者のグルー プを捉えれば，四人の恋人
を持ち時々 夢にふけるばかりか白昼でも声をあげて咳くGeorgeは勿諭，他の
主人公達もグロテスクだと確かに言える。しかし脚ﾉ"es6z"g,O"oにみるグ
ロテスクの意味は,単に奇妙・奇怪であるとか,風変り，醜いなどと言う躯では
ないのである(9)｡Ad"e""eの場合をみよう。夜9時も過ぎ人気もない街な
かをただ一人帰る時，体も露な若い女性に"Wait!Don'tgoaway・Whoever
youare,youmustwait."(p.133)と叫ばれたら，呼び止められた本人ばか
りか，その事を叩き，又洗む人でさえその相手の婦人を正常な人には思うま
い。その姿はまさに所洲グロテスクである。ところがAliceこそはこの人で
あった。しかし彼女は，この行為のためにグロテスクに成り果せたのではない。
アンダスンはZ､"eBoo"Qf"eGfofes9"eで次の如く書き記す。
Thatinthebeginningwhentheworldwasyoungtherewere
agreatmanythoughtsbutnosuchthingasatrUth.Manmade
thetruthshimselfandeachtruthwasacomp"iteofagreat
manyvaguethoughts．AUaimutintheworldwerethetruths
andtheywereall"autiful.
●●●o
Andthenthepeoplecamealong.Eachasheappeared
snatcheduponeofthetruthsandsomewhoweI巴quitestrong
snatchedupadozenofthem.
Itwasthetruthsthatmadethepeoplegrotesques・Theold
manhadquiteanelalmratetheory@oncemingthematter.Itwas
も
hisnotionthatthemomentoneofthepeopletookoneofthe
truthStohimself,caUedithistmth,andtriedtolivehislife
byit,hebecameagrotesqueandthetruthheembmCedbecame
両
的afal¥hm.(pp、4-5)
人が掴み上げた真実を彼の典火と呼び，それによって生きようとした途端，彼
はグロテスクに一種するばかりかその真実も虚災に化すと言う事，このﾘはど
う言うリドなのであろうか。各自が掴み上げる行為には彼自身の自由意志の力と
共に，その典爽によって生き抜く行為には強い怠志の力を私は読み取りたい。
又，其尖が虚実に変容する4とは，彼にとっての典尖も，他人にとっては通用
しない小を患味しているのではないだろうか。グロテスクの資質を知るﾘ〔に大
切なもう一つの:11は,"ItwastheyoungthinginsidehimthatsaVedthe
oldman(from"cominggrotesque)."(p.5)と商う1fである。46theyoung
thi'ig"・若さがある事とは間定観念がないﾘ；，これはグロテスクと対立する慨
念である。グロテスクの人になるためには，小人より大人に成長する時必ず意
識する糖神的境界を必要としている(10)。小人ではグロテスクになり難いので
ある。以上からグロテスクの人としての条件をまとめてみると，大人の意融
と，各自の』'4実に生き抜く理性の裏ずけが埜本的要求であると思う。グロテス
クの人とは，個性が発達した人であると私が考える所以である。
グロテスクの人についてこう老えを進めて来ると,1m妃二派のグループの差
が自ら理解出来る｡(註7参照）弟二のグループにあっては，未だ観念に固定
した生活を営める程の人達ではなく，これからそうなる人々なのである（ﾕﾕ)。
Tandyの如き幼女はグロテスクに成り果せる訳はないのである(12)。もちろん
若くしてその城にまで連する人もいる。Oz""のElmer･Te""のDavid･
T"eZ沈加〃”のSeth･DrinkのTomである。EImerは自分がqueer(m
変り）であり，町から唯み出していると感じとる閲定観念（彼の場合はむしろ
後述する様に強迫観念）がある。黙々と働く¥thは町の人々がおしゃべりば
かりしていると考える。Davidは尊属殺の罪悪感を背負う。Tomは人並みに
悩みたくて始めて酒を手にするも，自他共に傷つく4Fにこりごりし，二度と酒
を飲まぬ決怠をする。彼等それぞれ各自の真実がある。一方P""Pi"sに登
場する老人のReefyにはグロテスクにならしめる爽実がない。彼の場合は
LittlepymmidsoftruthheeIEctedandaftererectingkn"kedthemdown
againthathemighthavethetruthstoerectotherpyramids.(p，19)の
柔軟性がふせいでいる。TheZ､e""eγのKateは年令的には申し分ないとし
ても,Ali"の如き境地に述したかどうか明確ではない。
さて－．時縦をおいたAα"“””のAliceに民ると，彼女はあの破天荒な行
為のためにグロテスクの資烙をi¥たのではない。その後"ManypeOplemust
liveanddiealone,eveninWinesburg."(p、134)とまで達した考えのため
に，彼女は立派にグロテスクの人となれたのである。
〈
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それではT"gaoル"鋤eGofes9"eに定義されるグロテスクの人と，実
際に登場する主人公述とはIi1一人物であろうかと言う問題が生じる。個性を伸
ばし得た人と呼ぶには，彼等はあまりにもポジティヴな面が少ないし，ネガテ
ィヴな面にのみ仲吟している人々のようである。
例えば,Elmerをとり上げてみよう。彼は自分自身並びに家族の者がlIi変り
であると町の人々 に思われる4fに耐えられない。どうにかしてこの怠識から離
脱したい。しかし気にすればする程，これは彼にまつわりつく意識なのであ
る｡彼は町を出て行くに際し，彼とは異り，平凡な町全体を体現していると老え
るGeorgeを殴り倒す躯によって，次の様に自分に言い聞せて物譜を閉じる。
"Iguesslshowedhim･Iain'tsoqueerlguesslshowedhimlain't
soqueer."(p.243)彼は強迫胆念にとりつかれているのである。森田正脇氏は
「強迫観念とは，自ら思うことを思うまいとする心の葛藤のことに名ずけられ
たものである」（'3)とし，「必要な条件は，ある感じまたは考えに対して，感
じまい，考えまいとする反抗心のあることであって，この反抗心がなければ，
それは強迫観念ではない。」(p.90)と言う。EImerは実際それほど瓜変りな
男ではなかったであろう。GeOrgeの如き－彼にはそう見える一IIJ一般の
人々 と相描えてやって行きたいために，自ら思う風変りと言うこの窓搬から雛
脱すべく努力する。あせる。そのために結果的にはますます風変りな男となっ
てしまったのである。不潔恐怖の強迫患者はますます不潔になる(p・133)の
と同じ事なのである。
この強追観念は精神の発述しない小人にはないものである。(p.91)小人な
ら自分の風変りさにも気ずかず,そのまま押し進もう。況んや,強迫観念に陥入
る訳はない。それだからこそ同じ愛附の問題を扱っているとは言え，第一グル
プーハfb#"",D"#んのEliza"th,AJ"e""reのAli"と第二グループ
Ⅳb&odyK'8owsのLoui",A"A"α彫輝廻のBell,Sqp"s"αr"”の
Helen,それにGeorgeとには一線を閲してみたのである。
EImerと大同小異の如き主人公述は，それでは個性を伸ばした人と首えるで
あろうか。彼等は自らの尺皮のため，目盛りの単位が異る社会には迦↓&;lll来な
かった。又，彼等自身このﾘ〔は知っている。彼等独自の尺皮によって生き抜こ
うと決心する彼等だけに，当然世の中との関係には敏感に悩む。社会の尺皮を
親呑みにして，又その4fに何のためらいも感じぬ人々 (14)とは異る所に，私
は彼等自身の個性を認めたい。そして彼等の生態をネガティヴに拙いたのが
WMwes6wg,O〃"なのである。その主人公述は，その本体にあっては個性の
ある人々なのである。
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皿Iグロテスクの人逮の運命
母への献詞
TOTHEMEMORYOFMYMOTHER
EMMASMITHANDERSON
Whmekeenobservationsonthelifeaboutherfirstawokeinme
thehungertosee"neaththesurfa"oflives,thisbookis
dedicated.
からも察せられる如く，グロテスクの主人公述の心理が細か.く，深く探られ
る。そのために舸面に浮び上る彼等に目を奪れがちであるが，彼等をIII面に浮
ばせ，彼等と対立する町一般の人々にも目を向けなければならない。主人公連
が彼等独自の真実を抱き続ける時に生じる，町の人々との摩察こモ彼等の生活
であるからだ。〃iwes6wg,0"oには多くの町の人々 が登場する。Hロ"asの
AdolphMye1容を殴打したHenryBIadford又AdolphをPennsylvaniaか
ら追い出した人述。TheP"Jos"""のDr・Parcivalが恐れている彼を電
柱に吊しに来る人々 oAd"e""'eのAli"に呼び止められた老人。2筋B
T〃"た”の無口なSethが感じるおしゃべりな町の連中。このように，田舎
町ではグロテスクの人々 (thegrotesque)とそうでない人々 (thecommon-
place)との二派から成立している。これら二派の関係は如何なるものか。
人間は個人では窓味ないし，生きられない。たとえ聖者と言えども，醜い社
会と関係し，或る時は打ち勝ち又或る時は惨敗する所に，彼の聖心も尊いもの
となる。泥まみｵLにならぬことなく聖人が生きながらえる事が可能な社会にあ
っては，その櫛な人は考えられぬし，又その存在も必要ない。同じようにグロ
テスク達も，各自の典実を抱きつつ孤立の殻を破って社会と接触する鞭に意味
があり，その時どうしても彼等と対立する人々 と交る事になる。彼等は破れ，
再び孤独の生活に戻るも。
対話には不思磯な力がある。挨拶一つにさえ両者の人間関係を一瞬のうちに
焼きつけてしまうだけに，対話の意味は深い。”“"ナのEIizl"thは荊日
頃恩子のGeorgeに"WithinhimthcreisasecI℃tsomethingthatis
strivingtogrow.Itisthethinglletixakilledinmy¥lf."(p.30)こう感
じている。彼女は夫によって失ったものの籾I是を忠子に託している。或る日，
夫と息子がi淵しているのをもれ聞いて彼女は，今迄"impersOnalthing"(ひと
ごと）であった夫への憎しみが･.thing"rsonified"(ひとごとでないこと）
に一変した。息子一図に生き，彼との間にだけはあったと自負していた相互の
愛情が夫に破られたとまで盛じる。かくして，夫を殺さればと庖丁までも手に
●鯉
した彼女。対話の繋りをまざまざと見せつけられる個所である。ところで
WIwes"酒O"0にはその対話が全然少ない。JollnJ.Mahoneyは独自こそ
WMwes6恥糎,O"oの特徴ある表現形式であると富ったが(15)0それは正し
い。一方の語りかけが多く，その応答がたとえあっても正しい応えになってい
ない時，読者はどう鵬じるであろうか｡孤立の壁に穴をあけて差し出した手に，
隣人はわざわざその手をとって引き寄せようとはしない。稀にはその手に触
れようとする人もいる。しかし二人の手は握り合う“なくお互いに往き交って
しまうのである。それだけに二人の手が結び合う，即ち対話が生じる時には，
彼等は心が触れ合い，孤独・誤解を破り理解にまで述した事を意味している。
Aハfaれげ〃"のJ"Wolling.は一方的に綴す癖があり，相手にお柵い
ない。この物語のなかで彼が人と落ちあう個所，即ち対話の可能性がある個所
は，コー チャー として叫んでいる時を除くと4ケ所ある(16)。しかしすべて彼
の一方的発言で終る。Ad"g加如γeのAliceは送人に"Wait!"…"Don'tgo
away,Whoeveryouare,youmustwait."(p.133)と声をかけたが，そ
の老人はただ“What？Whatsay？，，と応えただけだった。Aliceの意図が老
人に伝わらないばかりか，老人はきっと彼女を誤解したことだろう。彼は聾だ
ったが，聾の彼だけがこの役割にはまり込む訳ではない。以上，対話からみる
二派の関係を述べた。彼等グロテスク達にあっては，並みの人々 とは疎隔する
か，それとも繁りを求めて誤解される逆しかないようである(ﾕ7》。
この関係はグロテスク剛志の間にもあてはまることである。一人のグロテ
スクにとっては，他のグロテスク達とてもやはり自分の理解者ではない。
r"eS"e"gメルqfGodとTheT"c""とはGeorgeを仲立ちとして結び
ついているから，このili短筑から考えてみよう･牧miのCurtisは何時も"Give
mestrengthandcouragefOrThyWork,OLOrd!"(p.171)と神に祈り，
神が彼の中に顕現し，その彼を削にして人々 が震え戦くようにならないかと考
えたりする。教会の窓ガラスの壊れた個所から隣家の娘KateSwiftを覗き
見て，彼女がベッドの0i!で煙草を吸っているのに筋く°そればかりか，彼女に
彼の肉体は悶えるのであった。相手が煙草を吸い彼には随落した女と見えただ
けに，なおさら彼の心は苦しかった。或る晩の彼女は，泣きじゃくりながら準
で枕を叩き，蚊後に一泣きしたかと思うと立ち上ってお祈りを始める。彼には
不良娘が悔俊を始めてると見えた邪だろう。お可笑しなりfに日頃の希望とは逆
の結果になりながらも，即ちこの女性の中に（彼のII!にではなく）神が顕現し
て彼に（人々 にではなく）姿を見せたと侭じる彼は，逆に待望の神の力を側ら
の内に感ずるのである。そしてあの窓ガラスの覗き穴は泰でたたき割った。
ところが当のKateは何故泣きながら神に祈ったのであろうか。その日の躯
はGeorgeが知っている。Kateは昔，彼の教師であった。彼女は教師として
1
〈
田Georgeの個性を伸ばす率を試みる一方，彼を一男性として扱いたﾙ､息吹がう
づついていた。その日，彼に砿く寄りそう彼女を一・瞬彼が抱きしめると，
Kateの心は－．砿し，彼の両の頬には小さい拳がとぶ。二人の間には晩い述い
の誤解があった。この晩のKateの姿を実はCurtisが覗いたのであって，彼
女の祈りの内容は教師が考えたllfとは当然異っていた。彼はKateを誤解して
しまった。
この様に孤独か，誤解されたり・したりの生活を営む彼寺グロテスク述の最
後はどうなるのであろうか。De"んの雌後はこう結ばれる。GGthereleasethat
afterallcametoherbuttwiceinherlife,inthemomentswhenher
loversDeathandDoctorReefyheldherintheirarms"(p、284)しかし
D"torReefyの腕の中にあるこの解放の瞬間すら，パリ呉服店の店貝の足音
によって破られてしまった。町の人に邪魔されたのである。結局彼女にとって
救となったものは死だけだった。これは彼女ばかりか，ワインズパーグのグロ
テスク連の巡命であった。待つﾘ『によるただ時間的推移の救済は，ただ死だけ
であった。それだからこそ彼郡の或る者は般後の一策，脱川にすべてを賭け
る。脱出する1は個性の展開を更に願うグロテスクびとたる事の証しでもあっ
た。フロム流に言えば，彼等は「・・からの自由」から「・・への1.曲」へ向
ったのである。
WGeorgeWillardの意味
Wr"es6"堰,O"oは24の物語が染る短捕集とも考えられるが，そうではな
い。アンダスン自身は･GThestoriesirlongedtOgether.Ifeltthat,taken
together,theymadesomethinglikeanovel,acompletestory.(Sh"""d
Awd"so"'sM""o"s､p.289)と記しているから，統一された物語と言える
し，鞭実又そうである(18)。その場合,GeorgeWillardがこの考え方の当つ
の拠点になると思う。24の物語中16に壁場し(”)，その結果グ．ロテスク達と何
時も混り合う。更に彼の一連の物濡,D"#",S""s"cα"o",Depαγ2"e(
母の死，大人の意識，町脱川）でこの祥が閉じられるﾘを思う時,W､L・
PhiUipsの雷葉"ItzemsasifAndersonrealizedthathis･4Bookofthe
Grotesque"hadixcomefilled,andthattokeepthenovelisticqualityof
theworkhewouldhavetobringhisChiefcharacterstosomeend."(op.
cit.,p.29)にもある様に，これらの物語が小説的性絡を与えるために補われた
鞭は享実としても，アンダスンの意図はそれだけではあるまい。彼にあっては，
彼の実生活同梯脱出こそは重要な契機であった。それはw；皿yMMcP""-
so"'sSo",Mαγc"""",POoJ'W""e,M""〃"〃j"es,Dαγた
Lα噌"fe"に於いても言える邪である。彼はこの場合も，暗に含めた意図があ
」
－
“つたのではあるまいか。彼がここで筆を置いた理由を邪推してみれば，一つの
理由はその後のGeorgeについて当時の読者は知っていた，と言うより当時の
（そして又現代の）読者こそ身をもって体験しているGcorge$自身であると，
彼は考えたからなのである。又，次作PoorW""eで描く事にしていたから
である。本章では，このGeorgeの意味について探ってみる率にしたい(20)。
P
他の作品ばかりか，この符においても主人公の町脱lli物語は多い。Te"'m'の
DavidHardy,TheZ､鰄城”のSethRiChmOnd,Q""γのEImerCowley｡
彼等も簸後には町を飛び出す。しかし私が特にGeorgeの脱拙について考えて
みるのはそのためだからではない。
脱出後の彼（等）の生活はどうなのであろうか。抑しい未来が待ち受けてい
ると言うのか。既に他所からわざわざワインズパーグに来た主人公達の生活を
考えてみれば，自らGeolge(")の未来像を描けると言うものである(21)。
彼等は二つのグループに分ける郡が出来る。各自の其実のため，身を履く所と
てなくワインズパーグに来た人々と，そうでない人速とである。後者にはA
〃泣刀qf"easのJ"Welling,T"eS""gMqf"αのtheReverend
CurtisHartmanそれにD"れルのTomT"terがいる。J配は有力者であ
る父の紹介でスタンダード石油会社の代理人として奉職しに来たに過ぎない。
Curtisはベッドの中のKateSuiftを覗くまでは，日附日の説教準備に悩み，
内気で出来なかった街頭での脱教のため後めたさを感じる位が関の山であっ
た。そんな彼は，単に教師として来たと言ったら過言であろうか。Tomは祖
母の邪傭で連れられて来ただけ。問題は第一のグルー プに絞られる。
H江"火のWingBiddlebaumはワインズパー グでも同じ過を繰り返しては
困ると考え，人と交る唯一の手段である手を封じ，絶えずポケットに翻す。こ
の結果，必然的に彼は孤立し孤独とならざるを得ない。他かGeorgeだけを頼
りの友としている。Z､"eP〃"osOp"〃のD"tor"rcivalが来ざるを得なか
った直接の理由は明記されていない。しかし彼が本を番きに来た事，その本の
主狼はc･EveryoneintheworldisChristandtheyareallcrucified."(p.
48）である事，又この町に於いても，人々 が彼をしばり荷にしに来やしないか
と一人誤解して震え続ける彼を考える時，彼は誤解から礎にされる邪を恐れて
賑々として来たとは言えないであうろか。キリストはまさに当の人であったか
らだ。もちろん，ここでも依然として同じ彼の姿である。Re"""6"物の
WaShWilliamSはどうであろうか。彼は始めから女蠅いではなかった。ただ
〆,
姿の母が仕掛けた腿，上品さの背後にひそむ手符を知り，彼は女嫌いになって
しまった。もちろんこの町でも彼は，相も変らず女嫌いのままである。彼等は
各自が掴み上げた途端，虚実と化す真実はそのままに，ただ空間的場所の移動
で解決しようとした｡･しかし状況を変えてみても，都市化による大変化以I11の
“移動であっては其の空間的移動にもならず，これでは問題が解決される訳はな
かった。それに較べてGeorge(達）の場合はどうだろう。
"α魔瀝WのII'で作将自ら次の嫌に高及する。
Inthelastfiftyyearsavastchangehastakenpla"inthe
nvesofourpeople・Arevolutionhasinfacttakenplace.The
comingofindustrialiam,attendedbyallthermrandmttleof
affairs,theshrillcriesofmiUionsofnewvoi"sthathavecome
amongusfromoverseas,thegoingandcomingoftmins,the
growthofcities/hebuildingoftheinterurbancarlinesthat
weaveinandoutoftownsandpastfarmhouses,andnowin
theselaterdaysthecomingoftheautomobileshasworkeda
tremendouschangeinthelivesandinthehabitsofthoughtof
ourpeopleofMid-Ameix℃a.(p､65)
彼（等）は大変化の時に出て行く。彼（等）は町ではなく，急激に勃興する都
市へ出て行く。当時は町から都市へ行く多くの若者がいた。Dep"""eの車
*Tomが見た如く，多くのGeorgeS(傍点は錐者）を乗せて汽叩は都会へ
向った(22)。彼等は凪舎町でただただ時間の推移に任せる策を拒否し，都市と
言う異質の空間的救済策に身を委ねた。ここに以川のグロテスク述とは異る
Georgeに代表される人々の意味がある。彼尋I1身の内的条件はそのままに，
外的条件の変化に勉を求める彼等｡Georgeと商う平凡な名に代表される彼等の
未来はどうなるか。ただWMes6z"g,O"0はここで終る。(Oct.26.1964)
註
WW""加糎O〃jO(TheModernLibrary,1947)使用
(1)例えばFrederickLewisAllen,O"lyY""d"(NewYork:BantamBOoks,
19弱）第4*Ame㎡caQnvalexent・第5*TheRevolutioninMannersand
Moral$参証されたし。
(鋤rロストウ理盈によると，社会の発展段階は5つの段階一一伝統的社会，先行条
件期，離陸期，成熟期そして最後には大衆の大きい蕊盤に立って耐久消班財とサー
ビスとが普及するという商度大衆消賀の時期一に区分されるという。・・・そし
て妓後の高度大衆消世時代にいたると，成及をリードする産業が耐久消賀財サービ
スに移って行く。アメリカがこの時期にはいったのはフォードの流れ作業によって
乗用車を作りはじめた1914年であり，1950年代には西ヨー ロッパや日本もこの段階
にはいった。」
玉野井芳郎・中村降英，「現代経済入門」（東京：筑摩書房，1962）”､28－29．
(3)WiniamLPhillipSはWjz伽喀,O"Oの創作時期に次の結證を与えている。
Thus,fromAnderSon's"ryingaccountsandfmmtheevidenceofthe
_－．J
“manuSCriptSwemayConCludethattheWMeSb"瘤storieswerewritten
duringarelativelyshortperiodoftime,oneleadingtoanother,andthat
thisperiodoftimewasliltel915andearlyl916.
"HowsherwoodAndersoIuWroteWmesb"噸,O"ひ?''AMIgyicα〃"jpm""e
XXIII(marChl951)13,
《)A副切ヅZ℃吻詮Sjay(NewYork:GrovePre"Inc..1951)p､311.
(5)IrvingHoweは次の城にみる。
Itwasquickcnedbybusinessworries,immediatelyprovokedbyan
inabilitytoChOoSeaConSiStentCourSeoflife,andbaSedonafundamental
pSychicmaladjuStmentinhiSprivatelife.
ShCmmOdA""""(NewYorkgWilliamSloaneAssociates,InC.,1951)p.49.
(6)Pe'物aPSWO"f"(NewYork:HoraceLiveright,Inc.,1931)pp.19-20.
(7)23篇の物語を二群に分けると，前者には""zds,Mo肋",TheP"北sopher,
W"jj"ss,"""der,Z℃"or,AdwW"e,Res"""My,ZWeZW”AEJ',ZWB
副施噸fhqfCりdiLowE""css,QM",ZWeUDMoltiLjgjDri"片．後者にはPnp"
P",N"odyKwo""s,A昭α祁呼""s,Zrwdy,TWBT"cher,AwAz"AE"qg,
釦phis""jiO",De"m"℃が入る。D"鋤は主人公が各々 既出の人だけに省いた。
(8)SherwoodAnderson,ShgjwoOdA""solz'sMemoirs(NewYorkgHarcourt,
BIace&Co.,1%2)p.295.
(9)Poe等のグロテスクについては，今の私は後日に織るとして，アンダスンの他の
作品では,groteSqueがlliにr不釣合である」prお可笑しい』，「奇妙な』とい
う時がある。例へばN0加心趣聴〃mの次の文にみるように。
Hisfatherwasabigman,buttheonlythingbigamutPinheadwas
hisnose.Itwasgigantic・Itwasamoun"inofan"e、Itwasveryred・It
lookedverystrange,eveng7ofes鞭喝stickingonPinhead.(TheitaliCsare
mine.）
ZWGs舵γz"0dA"d"sO"R"企γ,ed.PaulRosenfeld(BoSton:HoughtonMifflin
“.,1947)p､3.
それどころか,Wi"as伽怨,OAfoの中にさえ次の例がある。
Ityouhavelivedincitiesandhavewalkedintheparkonasummer
aftemoonyouhaveperhapssccn,blinkinginacomerofhisironcagea
huge,gro把零"kindofmonkey,acreaturewithugly,sagging｡hairle"
skinklowhiseyesandabrightpurpleunderbody.(Theitaliesaremine)
p、135．
⑩Georgeの位に,Z℃γrorのDavidIhrdy,TWBZWi""′のSethRichmond
釦P雄"“抑卯のHelenWhiteも子供の時代を脱皮し，大人の意識を経験する。
@jMewfoi応に記したアンダスンの次の言葉
TherewereindividualtalesbutallamutlivesinsomewayConneCted.
Bythismethodldidsucceed,Ithink,ingivingthefeelingofthelifeof
amygrowingintoyoungmanhoodinatown．p、mm9.
を考えてみても，大人の恵敬は大切であり，グロテスク観と共にWMWsbwg,Oji@
粥：：貼曲■■■＝
、
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を支える二木の柱ともいえるのである。Georgeにグロテスク達（例へぱWingD
Parcival,Wash,EnoCh)が語り間せるのも，単に洸将に話を伝えるためばかりでは
あるまい。
⑫S舵j'"00JA""crso〃の'llでIrvingHoweは2℃""issobadthatitsomission
wouldhelpthebook.p、106．といっているが，ここにもその理由の一端はあるの
ではないか。Z物"dyの場合はむしろthestrangerがグロテスクの人と私はいいた
いのだが。
⑬森田正馬，「神軽衰弱と強迫観念の根治法」（東京g白揚社．1%4)P、90.
帥私は当時の田舎町の住民として，精神的には所細Puritgnnismにこり固まり，そ
の具体化ともいえるWilliamHoImesMcGuffey'sschoolreadersを日常の媚針・
とし，一方物質的には所澗Philistinismのもと，実利性を宗とし，理想の姿として
HoIatioAIger,Jr，描くところの主人公を夢みる成功欲にとりつかれてる人々 を考
える。
⑮Soliloquyis,infaCt,thecharacteristicmodeofthespeecheSinWh"Sb"屯．
d4AnAnalysisofW"""6"埋,OO"o''Z,彫〃"畑alofA"ﾒｶaics&A〃α"cism
XV(Decemberl956)251.
⑱West'sDrugstoreで四人の男と彼。(p､111以下)Geogeと彼｡(p､114以下）
Joeの部屋でKing父子と彼。(p.120以下）街路上King父子と彼｡(p､121以
下）コーチヤーとして叫ぶ彼(P.116)はランナーから返答は貰えぬも，そこに
は無言の絆がある．この裸に対話の起らぬ中にも人間相互の繋りがある．堀もある
が,WMesbwg,0"Oにあっては，全般的にいってそれは理解の中絶を意味してい
る。
⑰LO"""ssの題名そのもの，又，日頭の一文を次の如く番き起すS〃"℃""の1ド
を想起するのも無駄ではあるまい。ThestoryofLouiseBentley,…iSaStoryof
misunderstanding.(p､88)
@QWWj"z"窓,O伽の一つの物語だけを扱うTIFは処理し易いし，意味がないとは
いわないけれども，全体を扱う所にその面目が保たれ，意味があるのだと私は思
う。
⑬彼が登場しない物語はT"B""qffheGro"qMe,Pα脾γPj"s,Go""犯SSp
S"Faz"rir℃"",AdlW測邸",Z掴冗dy,T"""0ﾉdLie・である。
⑩GeorgeWillardの脱出については,Pursuit創刊号（東京：パスー ト同人，
19砲）に書いた1Fもあり，一部亜襖する個所がある（Ⅲの一部と共に）。
eDEdwinT."wdenはTWGDz"zg""qff"""〃の巾で次の如く記す。
OtherpeopleinthevarioussketcheShaverunawayfromthepast:
WingBiddlebaumleftPemsylvaniaindiSgraCe;WashWilliamsranaway
from@IumbuShatingwomen;TbmF"terandhisgrandmotherleft
Cincinnatihopingforabetterlife.
(NewYork:MacinillanCo.,1%1)pp.121-122.
"TomhadseenathousandGeorgeWillardsgooutoftheirtownstothe
city.(p､302)
アンダスンの初期の作品をはじめ,MemO"s竿を侭して下さいました西川先生に
改めてお礼申し上げます。
一‐－J
